
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この事業は、川口市市民活動助成事業の助成金を受けて実施しました。 

２０15 年１1 月１５日（日） 

於  ：川口市立芝富士小学校 

認定 NPO 法人川口市民環境会議 

後援：川口市教育委員会 

協力：川口市立芝富士小学校 

 



 
9:30 開会  あいさつ                ＊敬称略 

        ・認定 NPO 法人川口市民環境会議 代表理事 浅羽 理恵  

    ・川口市教育委員会        指導課   小川 敏明  

    ・川口市立芝富士小学校        校長    大澤 正則 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9:45  環境活動発表 

① 在家小エコクラブ  

② 自然っ子クラブ  

③ 根岸小学校環境委員会  

④ 芝富士小学校 6 年生 

⑤ 埼玉県立川口青陵高校生物部  

⑥ 安行小こどもエコクラブ  

⑦ 自然探検コロボックルクラブ 

・戸塚南小学校あすぱるエコクラブ   

 

 

 

 

 

 

            

13:30 ワークショップ体験            講師            

①  身近なものを科学の力でリサイクル  島田 秀明（川口市立科学館）  

②  動植物の観察              横山 隆（自然探検コロボックルクラブ）   

③  コンポストづくり              守谷 裕之（ダイオキシンを考える市民の会） 

④  自然の工作                        辻 修身（フォーマザー保育園） 

⑤  エコクッキング               片山信太郎（東京ウィンナー株式会社） 

⑥  エネルギーをつくろう・手回し発電 南雲 芳広（中学校教諭） 

⑦  エネルギーをつくろう・モーター   萩原 利夫（元中学校教諭） 

⑧  見沼代用水を調べよう             荒川夢クラブ      

⑨  芝富士小学校環境教育報告          及川 裕子（芝富士小学校教諭）          

 (教員･保護者対象)
                                          

15:30 ワークショップ報告     

15:55 閉会 あいさつ 

16:00 終了

12:00  昼食   

12:30  試食コーナー             

12:30  紙芝居 ｢森も生きている｣       

13:00  校内探検   
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在家小エコクラブ 

在家小エコクラブは、川口の北の方の芝川 

のそばにある在家小学校のエコクラブです。 

エコ活動① 古紙回収をします。 

 古紙とトイレットペーパーを交換します。 

すてる前に、資源として使えるもの、新聞、 

ダンボールなどに分けましょう。 

エコ活動② 古紙回収に協力するとエコチケットがもらえます。 

学校で使えるお金のようなものです。 

年に３回エコ市場がひらかれます。エコ 

な商品を作ってお店を開きます。材料は、 

ペットボトルや牛乳パックなどです。 

楽しくエコ活動をしています。 

エコ活動③ ８月に市内の中高生が集まってボランティアをしています。 

これは、芝川に捨てられている自転車 

 やバイクをひろって、かたづけている所 

です。在家小では、６年前からやってい 

ます。芝川のごみも集めます。 

エコ活動④ 芝川の生き物調査です。 

芝川に網をかけています。網に入った 

生き物です。ヌマチチブ、テナガエビ、 

海の魚のボラやマハゼが入ることもあり 

ます。ほかには、クサガメ、外来種の 

ミシシッピーアカミミガメなども入り 

ます。 

エコ活動⑤ 畑で野菜を作っています。 

取れたスイカで、スイカわりや焼き芋 

もしました。たくさん取れてうれしかっ 

たです。小さな種から、大きなダイコン 

やカボチャになっていくのが見られて、 

よかったです。 

〈どんぐりプロジェクト〉 

エコ活動⑥ 被災地のドングリを送ってもらい、育てて送り返す「どんぐりプロジェクト」に参加しています 

昨年にもらったドングリを育てて 

郡山まで届けました。当日、５００ 

本の苗木を植えました。 

遠くは、大阪府、静岡県、岩手県 

からも来ていました。２年くらいし 

たら育った木を見に行きたいです。 
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エコ活動⑦ 外国への支援 

  ラオスの子どもたちへ文具を送りま 

した。みなさん、ボルネオという島を 

知っていますか？ジャングルのある南 

の島です。日本から飛行機で５時間半 

で行けます。みなさんの生活にとても 

関係のある 

島です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・そのジャングルが畑にかわっています。 

パームヤシの畑です。パームヤシの果実をしぼ 

ると油が取れます。その油であげたのがみんな 

の好きなポテトチップスです。ラーメンを上げ 

る油もそうです。他にも、チョコレート、マヨネーズなどの植物油は

ほとんどパーム油です。日本人一人年間５ｋｇも取っています。 

そのために、ボルネオでは、ジャングルがなくなりそうです。 

・ジャングルに住むオランウータンは、木から木へしか移動できないの

で、他の林へ行くために橋をかけます。その橋は、日本の消防ホース

が使われています。 

・ジャングルが少なくなって、ぞうは畑に来て荒らしてしまいます。 

そこで、ゾウの保護施設を日本から持って行った材料で作りました。 

昨年の９月にできたものです。 

 神山先生たちが行ったとき、４頭のゾウが保護されていました。 

３か月くらいそこでけがを治したりして 

またジャングルに帰されます。 

今、ボルネオのキナバタンガン川のまわ 

りに、少しでもジャングルを残そうと土地 

を買う運動をしている人たちがいます。 

たたみ一畳 ２００円です。缶バッチ ３種類。木のバッチは 

安行小の５年生がデザインして作ったものです。わたしたちの 

便利に過ごす生活は、ボルネオの動物たちのすみかをうばって 

います。バッチを買って協力してください。 

ジャングルです。 

空飛ぶカ
エルです。 

ぜつめつしそうなオ
ランウータンです。 こんなクワガタ、カブトムシ、 

チョウがいます。 



3 

 

自然っ子クラブ 

活動場所は、川口の北の方の、自然公園の近くの見沼自然の家です。 

１６年前に、代表の神山先生が、当時教えていた芝富士小学校のお母 

さんと子供たちとで作りました。今は、６０家族が入って４つの活動 

をしています。 

１つ目の活動：田んぼの活動 

・６月に田植えをしました。 

今年も１００人が参加しました。 

・７月、見沼代用水と田んぼの 

生き物調べをしています。 

用水にあみをかけました。 

モクズガニが４はいいました。 

ほかに、ザリガニ、ミシシッピー 

アカミミガメなどが入りました。 

田んぼでは、中の生き物や、稲の 

まわりの生き物をつかまえました。 

講師に、農業ライターの原さんを呼んで、調べました。 

↓ドジョウとハイイロゲンゴロウです。 カワニナです。↓ 

 

 

 

 

 

・１０月、グラウンドワークの活動での稲刈りです。 

たくさんのお米ができました。イネ刈りのはじまりです。刈り取ったイネをはざかけにかけて干します。 

 

 

 

 

 

 

・１２月、収穫祭です。昔のお米の収穫の仕方です。 

↓イネから、お米の入ったもみを取ります。↓お米を精米しています。  ↓もちつきです。 

 

 

 

 

 

 

 

きな粉、あんこ、大根おろしのからみもちです。 
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・１２月のもちつきの次の週に、しめ縄かざりつくりです。 

１０本を３組作ってねじります。すてきなしめ縄ができました。 

 

 

 

 

 

 

２つ目の活動：育てて、ものつくり 

・藍染のアイの種を植えました。  アイの三色染めです。↓ 

 

 

 

 

 

              ものづくりは、ほかにも、自然のもの、どんぐりや木で、ブローチ作りです。 

・自然観察。イネの花を見る会、はなにヘクソカズラの花をつけて遊んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 自然観察といえば、 

植物の会の西川先生です。                   

↑虫博士の吉野さんと虫さがし。 

 

 

                 昆虫標本づくり。     

 

 

 

 

 

 

・４月には、食べられ 

る草をさがしました。              からし菜を 

つみました。 

 

 

・秋、カラスウリの実と根っこ取り。 

・8 月、デイキャンプで 

「１枚の葉を探して」。 
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 ・５月、 

原子パン                 サツマイモの 

づくりです。                苗を植えました。 

 

 

 

 

・１０月、お芋を掘って焼き芋。 

自然観察。                           ・１月ツリークライミング。 

 見沼１００選カードの生き物 

を見つけたら、カードがもらえ 

ます。   

 

 

 

 

 

 

３つ目の活動：学習してできる活動をしよう。 

ボルネオのオランウータンを救おう。 

世界には、とても貧しい国が 

あります。ラオスという国です。 

学校です。今は、支援して建て 

替わりましたが、こういう学校 

は、今でもあります。 

 

文具を集めて、２月にもって 

いってもらいました。えんぴつ、 

ボールペンを集めています。 

教科書やノートは、募金で買って 

持って行ったそうです。 

 

本もないそうなので、今年は、 

本を集めました。日本の本にラオス語を張って持って行ってもらいました。 
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根岸小学校 環境委員会 

トンボ：みなさん、聞いてください。最近、ぼくたちの仲間が 

減ってしまって、とってもさみしいんです. 

子ども：さーて、きょうもがんばろう！ 

あれ？君、赤トンボくんだよね。 

トンボ：仲間が減ってさみしいんだ。 

子ども：仲間って、赤トンボ？ 

トンボ：うん、赤トンボだけじゃなくて、生き物みんなです。 

子ども：そうだよね。ぼくたち人間が、自然や環境をいっぱい 

こわしてしまったからね。ごめんね。 

トンボ：ぼくたちが、卵を産む田んぼも減ってしまった。 

子ども：なるほど、その通りだね。でもトンボくん、ここは 

ビオトープだよ。 

トンボ：ビオトープ？ 

子ども：ここは、根岸小学校の裏庭。生き物のために作った 

ビオトープなんだ。 

トンボ：生き物って、ぼくたちのこと？ 

子ども：そうだよ。トンボくんやカエル、メダカ、カブトムシ、 

昔からここにいた生き物が、くらせる場所をつくって 

いるんだ。ほら、ここは池もある。 

トンボ：わぁー、水草も生えていていい池だね。ここなら卵を 

産みやすいな。 

でも、友だちのオオシオカラトンボは、日陰の池じゃな 

いと卵を産めないんだ。 

子ども：そういう生き物もいると思って、あっちの池は日陰 

になっているよ。 

トンボ：なるほどね。うれしいな。 

子ども：ちょうど、これから、トカゲのための石積みを作ろ 

うとしていたんだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

トンボ：トカゲ君やカナヘビ君が、喜びそうだな。 

ところでこの枝を積んであるのは何？ 

子ども：これは、虫のマンション。枝の隙間に、虫が住むことができるんだ。 
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トンボ：カミキリムシは、木をかじって中に住みそうだね。 

子ども：生き物のために、よりよいビオトープを作っているんだ。 

トンボ：すごくうれしいな。ビオトープって、根岸小学校にしか 

ないんじゃ、こまっちゃうよ。 

子ども：だいじょうぶ。ここに集まっている人は、みんな自然を 

守る気持ちがいっぱい！みんなの力を合わせるからビオ 

トープもふえるよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先 生：やぁ。赤トンボくん、安心して。環境を守る活動は根岸 

小でもいっぱいしているんだ 

子ども：これからも、自然や環境を守り続けていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このほかにも、環境を守る活動を行っています。 

○３つのビオトープをつないで生き物のネットワークをめざす。 

○省エネパトロール     だれもいない教室の電気の消し忘れを見回る。 

○空き缶回収        車いすとの交換をめざして。 

○牛乳パックのリサイクル  森林資源の保全のために。 

○エコライフデー      エコライフバケーション 地域の人と協力して省エネ。 

 

シオカラトンボのペア 

ジャコウアゲハとさなぎ 

カラスウリの花 
コカマキリ  

絶滅危惧種の 
クマガイソウ 
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芝富士小学校  ６年生  

コパトン ：わたしは埼玉県のマスコット。 

きゅぽらん：ぼくは、きゅぽらん。川口市 

のマスコットです。 

コパトン ：ねえ、きゅぽらん、川口には、芝富士小 

学校っていう、自然がいっぱいのすごーい 

学校があるって聞いたんだけど、知ってる？ 

きゅぽらん：うん、知ってるよ。芝富士小のマスコット、らんちゃんと友達なんだ。 

コパトン ：では、らんちゃん、芝富士小の自然と環境教育の取り組みを教えてくれる？ 

らんちゃん：うん、いいよ。まず、芝富士小は、緑道、高速道路、住宅、大きなマンション 

でまわりを囲まれているんだ。 

コパトン ：それじゃ、自然ってどこにあるの？ 

らんちゃん：はい、それでは学校の中へとご案内 

します。 

       正門から中に入ると、サクラ、 

ハナミズキ、ツツジなどの木々や、 

アジサイ、ユリ、サボテン、バラ、 

ラベンダー、アーモンド、ツワブキ、 

キクなどが、季節ごとにきれいな花 

を咲かせます。 

       校庭には、キウイ、ウメ、シイ、 

イチョウ、クヌギ、ヤマザクラ、 

ブルーベリー、ナンテン、ネジバナ、クローバー、 

赤白のヒガンバナ、こんなに背の高いメタセコイヤ 

もあります。 

       さて、いよいよビオトープです。平成１０年に準備 

を始め、モモ、カキ、ザクロ、ミカン、サンショウ、 

キンモクセイ、ガマ、ヨモギ、ツクシ、セリ、そして 

自慢の古代ハス。畑の野菜。田んぼのイネ。 

       田んぼと、手作りのトンボ池には、エビ、オタマジ 

      ャクシ、カエル、アメンボ、フナ、メダカ、ヤゴなど。また、バッタ、カマキリ、チョウ、トン

ボ、セミ、テントウムシ、コガネムシ、カタツムリ、トカゲなどが住み着いています。 

 

 

 

 

 

 

 

コパトン ：すごい。学校は自然の宝庫ですね。では、どのように授業で活用していますか？ 

らんちゃん：はい。今年は、自然を教材として各学年の授業に位置づけ、学習を進めています。 
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      １年生は、サツマイモの栽培とトウモロコシの皮むき。 

      ２年生は、サツマイモと野菜の栽培 

      ３年生は、キウイフルーツとウメの栽培、梅干しづくり。 

      ４年生は、ゴーヤのグリーンカーテン、モモとヘチマの栽培。 

      ５年生は、田んぼで米づくり 

      ６年生は、ジャガイモ栽培と桜茶づくり。 

 コパトン：えっ！「桜茶」って何ですか? 

らンちゃん：桜茶は、6年生に進級した 4月、校庭に咲く八重桜の花 

を摘んで塩漬けにして保存しておき、来年３月 

            私たちの卒業の日に、来賓や保護者に出して 

おもてなし、感謝の気持を表します。 

コパトン ：素晴らしい企画！卒業式が楽しみですね。 

らんちゃん：学校では、自然観察を理科や、総合・生活科 

などの授業で行い、食育と関連させて調理も 

します。 

昨年は、母と子 3頭の牛が、校庭に遊びに来て 

全校で酪農体験をしました。 

コパトン ：地域との連携はどのように進めていますか？ 

らんちゃん：学校応援団の方に、野菜や果実の栽培、田植え、観察学習に協力していただき、収穫後、地域に   

      おすそ分けします。古代ハスには、多くの方が観賞に訪れます。 

コパトン ：ところで、芝富士小の環境学習の取り組みは、数多く報道されて、大きな評価を受けていますね。 

らんちゃん：昨年度は 10回以上、新聞、テレビで報道され、 

海外からもカナダと中国から訪問を受け、広く 

世界に情報を発信しています。 

コパトン ：まさに、世界にはばたく芝富士小学校ですね。 

らんちゃん：はい。 

コパトン ：最後に、芝富士小の環境教育の特徴を、一言で 

まとめてください。 

らんちゃん：芝富士小の地域には、皆さんの団体のように、 

特色ある自然があるわけではありません。 

でも、学校の門を入るとそこは、卒業生や地域の方が、作り上げてきた自然がいっぱい。 

      毎日、学校にいて、さまざまな自然を体験し、四季を味わい、6年間を通してすべての児童が共

通に学習できること。これが芝富士小の最大の特色、私たちの自慢です。 

コパトン ： 会場のみなさん、自然の少ない都会にあっても工夫して環境教育を進める芝富士小の取り組み

は、驚きとともに多くの学校の参考になりますね。 
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川口青稜高校 生物部   

さまざま動植物を通して環境を見つめてきた活動報告です。 

郊外での活動  

私たちは、学校周辺だけでなく、山や海など行き、豊かな自然に触れています。  

○春の高尾山 

 ４月に行った高尾山では、スミレを観察しに行きました。シュンランやナガバノスミレサイシュンなどの 

さまざまなスミレが咲いており、高尾山はとても環境が良い所だといえます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

○初夏の高尾山 

 ５月に行った野鳥観察です。 

今回は大宮光陵高校と合同で行きました。野鳥の写真を撮ることはとても難しく、残念ながら野鳥の写真を撮

ることはできませんでした。 

                     

 

 

 

 

 

 

これは、高尾山の中にあるつり橋の写真です。橋の下には川が流れて 

おり、橋を渡るときも高尾山の自然を感じることができました。 

高尾山の自然について、ガイドの人に教えていただき、前にムササビ 

が住んでいた穴や、ギンリョウソウという植物などについても教えていた 

だきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お昼には名物の
なめこ汁をいた
だきました 

この写真は案内川で、

カジカガエルを観察し

た時のようすです。 

シュンラン 

高尾山の山頂で撮った写真で
す。高さ約 599ｍの山でした。 
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○ムササビの観察 

７月行った天覧山（埼玉県飯能市にある山。標高 197m）で、ムササビとホタルの観察会です。 

ムササビの観察は、基本的に夜がメインです。 

わたしたち生物部は、山のふもとで、夕方のうちから 

「プロミナ」とよばれる望遠鏡を用意してムササビを 

待ち構えました。 

実際に、ムササビが姿を現したのは、日が落ち暗く 

なってからです。真っ暗な木々の中を懐中電灯で照ら 

すと、枝や葉がカサコソと動きます。そこにライトを 

向けるとムササビがいます。 

この後は、山の中に入り、ホタルの観察をしました。 

こちらが実際に観察したホタルです。 

これは「ヘイケホタル」 

という種類ですが、 

「ゲンジホタル」と 

いうホタルもいました。 

○観音崎「磯の生物の観察会」 

７月末に行った観音崎での生物調査のようすです。 

観音崎は、神奈川県の海のきれいな場所です。 

生物の観察をするために、釣りや網を使って捕獲し 

ました。その時、捕獲した生物の一部を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

この写真は、観音崎で採取した海藻を使ったしおり作りの準備段階、→ 

海藻を乾かす作業のようすです。 

○ウーパールーパー繁殖計画 

このウーパールーパーは、体の色が 

黄色ですが、他に黒や白色のウーパー 

がいます。 

 

 

  

 

 

 

こちらがそのムサ

サビの写真です 

「ホンベラ」という青いきれいな
魚でかわいらしい見た目ですが、
歯が鋭く、群れで行動しています。 

岩場に生息するとても小さ
な魚「ナカベ」です 「ハオコゼ」は、「カサゴ」に似ていますが、

背びれに毒があり、刺さるとかなり大変です。 

一か月たったウーパーです。この時期からウーパーに手足が生えてきました。 

最終的に 80匹のウーパーが成長し、近隣の学校などにもらわれていきました。 

 ←これはウーパールーパー

の卵です。ウーパーを、低温の

水に２週間ほど入れることで

繁殖活動が活発になります。 

←これは、２週間たったウーパ

ーです。まわりに写っているの

は、ブラインといい、この時期

のウーパーのエサです。 
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今年の８月には、川口市立科学館 

にて、｢ウーパールーパーと遊ぼう｣ 

というテーマで発表し、子供たちにも 

ウーパーにふれあってもらいました。 

ウーパーの足の指の数を数えてもら 

ったり、さわったときの感触を調べ 

てもらいました。 

○生物農園 

農場を作って野菜を育てています。 

・これはコロタンという、小さいですが 

メロンです。 

残念ながら 

枯れてしまい 

ました。 

 

○草木染め 

青稜高校の近くの老人ホームに、草木染めの発表に行ってきました。 

草木染に使うクズの葉を青稜高校の近くで採取しているようすです。→ 

これも草木染めに使うもので、クサギの実です。 

これを使うと、実と同じような青色出すことが 

できます。 

 

 

 

 

                   

 

○身近な自然の観察  

青稜高校付近での生物の調査についてです。 

笹根川の方で「プロミナ」を使い、鳥の観察をしました。今回発見したのは… 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

・取れたトマトとキュウリです。キュ

ウリは育ちすぎて大きくなってしまい

ました。おいしくいただきました。 

 

・同じく取れたシシトウです。これも食

べましたが、苦みがありました。 

腹部と胸部と目もとが白い 

「ハクセキレイ」 

 

体が白く、足とくちばしが
長い「コサギ」 

胸や腹が 
しましまで、
とても大きい
「オオタカ」 

 

鮮やかな水色の 

長いくちばしの 

「カワセミ」 

←そして、これはそのホームで発表しているようすです。 

お年寄りの方々に実際にクサギの実をとってもらって、その

実を使い草木染めをして、できた布はプレゼントしました。 

よい感じの青色の布ができました。 

冬鳥と呼ばれ、 
北からやってくる 
「ジョウビタキ」 
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○笹根川の水生生物調査 

青稜高校からグリーンセンターにかけて 

流れる笹根川は、小さなドブ川で、生物は 

ほとんど住めない状況でした。 

しかし、１０年前に、川口市によって護岸 

コンクリートが、石積みに変えられ｢ビオト 

ープ｣化されました。私たちは、この環境に生物たちがどのように戻って 

くるかを調査しました。 調査は、網を使って 

魚類や水生昆虫を捕獲しました。 

その結果、ヒメダカとグッピーの繁殖を確認 

 しましたが、人が川に放したものだと考えられ 

るので、自然の魚類は見つかりませんでした。 

また、ギンヤンマのヤゴや、ガマガエルの産卵の確認できましたが、継続的 

に生息しているわけではないようです。これからも続けて調査していく予定です。 

○ＮＯx 調査 

１８年間、青稜高校の周辺の大気調査をしてきました。 

調合した薬品をしみ込ませたろ紙をプラスチック 

容器に入れ、８４か所の電柱などに設置していき 

ふたしないで１日放置し回収します。 

薬品を入れて色の変化を「ユニメータ」で計り 

出てきた数値に 0.02 をかけて濃度を計算して、 

地図にまとめました。 

。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１９９８年            １９９９年           

 

１９９７年から始まり、 

２００１年までは、国道 122

号線や外環などの大通りを

中心に空気が悪いです。 

２０００年のデータはあり

ません。 

外環自動車道 298 号線 

国道 122 号線 

今回見つけることができなかった「フクロウ」。毎年、鳴き声
は確認しています。 

グッピー 

メダカ 
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１９９８年             １９９９年              ２００１年 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤い色が一番空気が汚いところです。黄色、青色、緑色の順に空気がきれいになります。 

２００２年            ２００３年            ２００４年 

 

 

 

 

 

 

 

 

２００２年は前年より、黄色が少なくなり、青色が増加しています。排気ガスを多く排出するディーゼル

車の規制が始まり、その効果が見て取れます。２００４年はさらに空気がよくなり、青や緑色が増えました。 

２００５年           ２００６年            ２００７年 

 

 

 

 

 

 

 

２００８年は市街地の空気はよくなり、大通りの空気が悪いです。考察した結果、三郷方面から流れてく

る車が渋滞して空気が悪くなっていると思われます。 

年によって大通りの空気が悪くなったりします。測定した日の天候などによって異なります。 

 ２００８年          ２００９年            ２０１０年 
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２０１１年            ２０１２年           ２０１３年 

 

 

 

 

 

 

 

                ←２０１４年          ２０１５年  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安行小こどもエコクラブ 

安行小は、今年で学校ができてから１４２年目 。 

川口でもいちばん古い学校です。校庭には、大き 

な木がたくさんあります。 

このクスノキは、安行小学校のシンボルです。  

高さは、なんと２６ｍ！校舎よりも高いです。 

もう一本、大きな木があります。遊具のある 

場所のまんなかにあります。これはケヤキの木です。 

安行小学校は、どこを見ても木や草花に囲まれた緑豊かな学校です。 

安行小こどもエコクラブでは、このケヤキの木でツリークライミ 

ングを行っています。けやきの木に登ると、いつも見ている景色が 

別世界になります。木に登ったあとは、木に「ありがとうございま 

した。」とお礼を言います。木に登って、木と友達になったような気 

がします。 

安行小の校庭には、６０種類をこえる木があります。エコクラブでは、今度、みんなで木の名前を書

いた札を作る予定です。 

 

クスノキ ケヤキ 
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○１０月、「安行小の秋を食べよう」という活動を行いました。講師は植物の大先生、西川昭三先生です。 

・はじめに、ザクロの木の下に行きました。網を下にひいて、 

準備完了。枝きりばさみで落としていきました。 

これがザクロです。スーパーでは 

売っていません。あまずっぱくてお 

いしかったです。 

・次はカリンです。カリンはとても 

いいにおいがします。大きなカリン 

を見つけました。カリンも食べられ 

なくはありませんが、おいしくあり 

ません。においをかぐのが一番いい 

と思います。 

・次はクルミ。 

大きなカシグルミの木があります。ふつう 

森で見るのは、オニグルミです。このクルミ 

はお菓子やケーキなどに使われています。だ 

からカシグルミといいます。これだけ大きなカシ 

グルミは川口にはあまりないそうです。 

・続いて、中庭にいき、ミカンをとって食べました。 

へたのつぶつぶを見ると、ふさの数がわかります。このつぶつ 

ぶが、栄養をおくるくだになっています。青いのはすっぱかった 

けど、黄色いのは甘くて食べごろでした。 

・さらにうら門にいって、カキの実をとりました。 

大きなカキで数え切れないぐらい実がなっています。木の 

下に網をはって、枝きりばさみで落としていきました。ひとり 

３こずつ、おみやげにしました。 

・最後に、裏庭に行きました。 

ここは学年園で、エコクラブで 

学校ファームをやっています。 

エコクラブでつくった田んぼです。 

西川先生から、かまの使い方を 

教わって、稲刈りをしました。 

片手で、いねの下をしっかりと 

にぎって、かまをひいて切って 

いきました。 

刈り取った稲はほしました。 

・そのすぐそばに、イチョウの 

木があります。大きなイチョウです。 

秋になるとたくさんの実を落とします。 

なんだか知っていますか。ぎんなんです。 

稲刈りを終えて、ぎんなんをフライパンで 

クルミ 

の木→ 
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いって食べました。緑色に輝く、宝石みたいなぎんなんに、塩をふっておいしくいただきました。 

○安行小の緑豊かな校庭は、ぼくたちのじまんです。そして、 

もう一つじまんの場所があります。 

学校のすぐ隣にある、安行原自然の森です。この自然の森は、 

安行の昔の自然がそのまま残されています。 

今年の夏、安行小こどもエコクラブと戸塚南小あすぱるエコ 

クラブで協力して、夏の昆虫調査大作戦を 2回行いました。 

講師は、一般財団法人の自然環境研究センターの先生方です。 

夏、７月２５日と８月２２日の２回、昆虫調査を行いました。 

この先生が斉藤先生、先生いわく、昆虫大魔王だそうです。→ 

「人間ではなく、昆虫の味方です！」とおっしゃっていました。 

この観察会を終えると、こども昆虫調査員免許をもらえました。 

・７月２２日 まずは昆虫採集。生き物の調べをしました。 

たくさんの昆虫がつぎつぎと見つかりました。 

オオシオカラトンボ、羽化したてのショウリョウバッタ、オンブバッタの幼虫、セミが元気よく鳴い

ていました。この森には、アブラゼミ、ミンミンゼミ、ニイニイゼミ、ヒグラシの４種類が見つかりま

した。東京のまわりでは、ヒグラシが少なくなっているそうです。 

ヒグラシがいる貴重な森ですねと、 

昆虫大魔王が話してくれました。 

見つかった虫は、この日だけで 

６８種類もいました。こんなにたく 

さんの虫がいるなんて、びっくりし 

ました。 

・８月２２日は２回目の昆虫採集、 

生き物調べでした。 

セミの声は小さくなり、トンボが 

元気にとんでいました。ナツアカネ、 

コノシメトンボがとんでいました。 

バッタも大きくなっていました。 

イボバッタ、ツチイナゴ、コバネ 

イナゴ、クサキリがいました。 

この日、見つかった虫の種類は、 

なんと８８種類。一日目とあわせる 

と１１７種類の虫を見つけることがで 

きました。 

この日、お昼は、学年園に育った 

ゴーヤをとって食べました。 

ゴーヤをスライスして、油であげた 

ゴーヤチップとそうめんです。 

・お昼を食べた後は、昆虫大魔王から 

標本づくりをら教わりました。 

 ７月２２日の昆虫採集 
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この日つかまえたアオスジアゲハを標本にしまし 

た。虫を標本してしまうのは、かわいそうだな…と 

も思いました。 

昆虫大魔王の斉藤先生が話してくれました。 

「ただ、虫をつかまえて、死なせてしまったら、それ 

はかわいそうだよ。でも、虫を標本にすることで、 

いつ、どこに、どんな虫がいるかということが記録 

に残る。この森にどんな虫がいて、どんな環境かを 

調べることができる。そして、この森や生きものを 

守り育てるには、どうしたらよいかということも、 

標本を手がかりに考えることもできるんだよ。」 

僕は、羽のない歩行虫 

のオサムシの標本をつ 

くってみました。 

自然の森には、オサム 

シがたくさんいました。 

オサムシがたくさんいる 

ということは、その森が豊かだということの証拠に 

なると教わりました。 

生き物のいのちはつながっています。森が豊かだ 

から、虫や生き物がたくさんすむことができます。 

昆虫大魔王は、こうも言っていました。  

この森には、わたしたち専門家が調べたら、５００種類以上の生き物 

を見つけることができる素晴らしい森だよ！と。 

ぼくたちは、ほこらしげな気持ちになりました。 

・安行原自然の森には、他ではなかなか見られない生き物がいます。 

一つ目はオニヤンマです。たとえば、オニヤンマのヤゴがわき水の 

水路で育っています。オニヤンマは底が砂地で、水が流れていないと卵を産みません、育ちません。 

２つ目はヒキガエルです。今年の３月、ヒキガエルの産卵を観察す 

ることができました。 

夜、ヒキガエルが何百匹も森から水路におりてきて産卵をしました。 

水路には数え切れないほどのヒキガエルが並んでいました。 

ヒキガエルが交尾するところも見ました。 

そして、その夜、森の奥から鳥が鳴く声がしました。 

フクロウです！自然の森にはフクロウがすんでいます。 

僕は、３年前、３年生のときに森の木の下でけが 

しているフクロウを見つけました。けがの手あて 

をして、次の日、また木の下にもどしてあげまし 

た。これがそのときのフクロウの写真です。あの 

ときのフクロウかなとも思いました。 

そのうち、フクロウは、九重神社の森のほうへ飛んでいきました。 

 ８月２２日の昆虫採集 

オニヤンマ 

ヒキガエル 
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・６月、九重神社の森に出かけてみまし 

た。神主さんからお話を聞きました。 

昔、この森の大きなスダジイのうろに、 

アオバズクというフクロウがすんでいた 

そうです。今は、姿が見えなくなったと 

いうことです。 

お話を聞いたあと、神社の一番上の丘まで 

あがってみました。海抜、３２ｍ 安行で一番 

高いところです。 

あのフクロウは、自然の森とこの神社の森を 

すみかにしているのかもしれません。 

オニヤンマ、ヒキガエル、そしてフクロウ。こうした生き物たち 

が住むことのできる、素晴らしい安行の自然を、僕たちはこれから 

も大切に守り育てていきます。 

自然探検コロボックルクラブ・戸塚南小あすぱるエコクラブ 

わたしたちは、自然探検コロボックルクラブ、そして、戸塚南小 

あすぱるエコクラブです。今回、２つのエコクラブが協力して報告 

します。自然探検コロボックルクラブは、環境アドバイザーの横山 

隆さんがはじめたエコクラブです。 

戸塚南小あすぱるエコクラブは、戸塚南小学校の環境活動から 

はじまったエコクラブです。今では、児童館あすぱるとも協力し 

ています。わたしたちのエコクラブでも、毎回のようの横山さんに 

講師で来ていただいています。南小では、横山さんをみんな「隊長」 

と呼んでいます。メンバーも、二つのエコクラブに一緒に入ってい 

る人が多いです。 

今回は、秋に行ったフィールドワーク（野外観察活動）を中心に 

報告します。 

自然探検コロボックルクラブでは、一年間を通して、綾瀬の森で 

フィールドワークを行っています。 

戸塚南小あすぱるエコクラブでは、一年間を通して、学校南側に 

ある戸塚下台公園の斜面林のフィールドワークを行っています。 

○１０月１０日（土）に、綾瀬の森で「どんぐりこま大会」を開き 

ました。綾瀬の森は、戸塚綾瀬小学校のすぐ 

そばの、綾瀬川の土手ぞいにあります。 

１５年前に、河川工事で、このエノキ 

の大木だけを残して、森の木はすべて切ら 

れてしまいました。 

そして、１５年かかって森は再生しました。 

この森の再生をしたボランティア団体が 

「綾瀬川を愛する会」のみなさんです。 

授賞式の写真 
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今年、「綾瀬川を愛する会」は、これまでの活動が大きく認められて、第１７回水大賞を受賞しました。おめ

でとうございます。 

会の代表、幾島さんのあい 

さつから、どんぐりゴマ大会 

もスタートしました。 

幾島さんのあいさつが終 

わったあと、紙芝居を見ま 

した。 

綾瀬の森の再生をえがいた「森も生きている」です。 

・はじめに、森で木の実さがしをしました。これは、オニグルミの実です。 

クルミのなかまですが、オニが上につきます。ふつうのクルミよりも、形は 

とがっています。また、とても固くて割る 

のはひと苦労です。 

どんぐりゴマ大会が終わった後に、オニ 

グルミを、フライパンでいって食べます。 

私も木の実を拾いました。オニグルミのほ 

かに、クヌギ、コナラもあります。綾瀬の 

森には、いろいろなドングリがあります。 

クヌギ、コナラ、シラカシ、そしてオニグ 

ルミの４つです。 

ドングリをひろったら、どんぐりゴマを 

作ります。 

わたしは、クヌギでどんぐりゴマを作る 

ことにしました。ハンドドリルで、ドングリに穴をあけます。 

次に、ようじを穴にさしこみます。ようじを、まっすぐにさすのが 

こつです。 

最後に、どんぐりゴマにマジックで色をぬって、わたしだけのどん 

ぐりゴマの完成です！いよいよどんぐりゴマ大会がはじまりました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

ぼくはクヌギのコマを作りました。あまり、自信はなかったけれど、何と 

か二番手で勝ち上がりました。次の勝負も、何とか二番手で勝ち上がりまし 

た。もう…じゅみょうがちぢまりそうでした。 

そして…最後の決勝戦！ここでも、二番手で勝ち抜き、何と 2 位になり 

ました。「すごい！」とほめてもらい、とってもうれしかったです。 

大会は、子どもだけ 

ではありません。大人、 

昔の少年も参加しています。大人なんかに負けないぞ！ 

４人で戦います。そのうち、二人が勝ち抜いてあがっていき

ます。やった！わたしと、私のなかよしも一緒に勝ちあがり

ました！コマはいくつもつくっておきました。このなかから

とっておきのコマを選んで 

回しました。 
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わたしは、決勝戦には負けたけれど、３位決定戦に挑戦しました。 

どのコマを回すのか悩んだけれど、回すコマを決めて、じくを持って 

びゅんと回しました。やったあ！勝ちました。私は、思わず飛び上が 

ってばんざいしました。表彰式では、幾島さんに賞状、花束、そして、 

記念品までもらいました。 

・どんぐりゴマ大会が終わって、オニグルミを、フライパンでいって食べました。オニグルミを、フライパン

にいれてふたをします。ちょっとこげるぐらいにいったら、できあがりです。 

くるみわりを使って、割って食べました。 

 

 

 

 

 

 

 

○１０月１８日（日）戸塚南小学校のすぐにある、下台公園の斜面 

林を流れる水路で稲刈りをしました。 

水路で稲刈り？…と聞いて不思議に思う人もいると思います。 

それにはこんなわけがあります。 

戸塚南小あすぱるエコクラブでは、準絶滅危惧種のアカガエルを 

戸塚に再生する取り組みを続けています。 

２０１０年から始まりました。アカガエルが卵を産むようになる 

までは２年かかります。これがアカガ 

エルです。アカガエルが、安心して卵 

を産めるように、水路に井戸も掘りま 

した。２０１２年のことです。 

取り組みから、２年後の２０１２年 

には、アカガエルの卵のかたまりが５ 

個見つかりました。 

それからも、水路周辺に植樹をしたり、市にお願いして、井戸に 

電動ポンプをつけたり、アカガエルが、育ちやすい環境をつくって 

いきました。 

そのかいもあって、２０１３年には５０個 

今年、２０１５年には７５個にもなりました。 

アカガエルは一つの卵のかたまりに、約２０００個 

の卵があります。ですから、７５個という 

ことは、１５万個の卵が産まれたことになります。 

戸塚の人口が約 6 万人ですから、それよりも、ずっと多くのアカガ 

エルの卵が産まれたことになります。 

アカガエルが増えたことは嬉しいことです。しかし、増えすぎること 

も問題かもしれません。アカガエルが増えた理由を、みんなで考えました。 

ほかほかで、ちょっと 

ピーナッツみたいな味 

がして、おいしかった 

です。 

最後に、「ごちそうさま 

でした」といって、みん 

なで、森にお礼をいって 

活動を終わりにしました。 
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斜面林が、アカガエルがすみやすい場所になった。わたしたちは、斜面林にアカガエルだけでなく、たくさん

の生き物がすんでほしいと願っています。そう考えると、アカガエルの天敵となる鳥が少なくなり、ヘビがい

ないことに気づきました。 

そこで、水路に鳥をよぶために植樹 

や稲をうえることにしました。水路の 

わずかな土で稲が育つか不安でしたが 

しっかりと稲は育っています。 

・１０月１９日は、その稲刈りの日で 

す。みんなで稲刈り用のかまを使って、 

稲をかりました。刈った稲は、竹の棒 

にかけていきました。 

・稲を刈った後は、水路探検です。 

上流から下流へと歩いていきました。 

 途中、水がたまりやすいように、 

せきをみんなで作ってあります。 

歩くとよくわかりますが、水路は、 

コンクリートで囲われています。まだまだ水底の土がすくないです。 

上流と下流はよいのですが、とくに中流には土がなく、ほとんど生き物も 

いません。水路探検の後は、植樹です。葉に文字がかけるタラヨウの他に、 

キハダ、ミズナラ、ジュズダマなど１８種類植樹しました。これからも、斜 

面林にたくさんの生きものがすめるように、みんなで守り育てていきます。 

○戸塚南小あすぱるエコクラブ 

から、お知らせしたいことがあ 

ります。 

わたしたちのエコクラブでは、 

横山隊長や、植物の西川先生を 

講師に、ジュニア自然観察員が 

育っています。生きものや、 

植物のことを勉強して、戸塚の自然を守るジュニアリーダーです。 

わたしたちは今、JWRC 自然環境研究センターの生物分類技能検定 

に挑戦しています。生物分類技能検定は、生物に関心をもつ方々を 

対象に、分類の知識向上を目的とし、野生生物や自然環境の調査・ 

保全を担う人材を育てるための資格試験です。４級から１級まであり 

ます。 

実は、今日、生物技能検定の試験日 

です。ジュニア自然観察員のメンバー 

が試験をうけに東京まで行っています。 

ぜひ、生きものや、植物、自然に 

興味がある人は、生物技能検定に 

挑戦してみませんか。 

 

http://www.jwrc.or.jp/ 
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校長先生を先頭に、校庭探検です。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大根が青々とした葉を広げています。 

カマキリの卵には、わかりやすく枯れ草に目印がつけられていました。 

ミカン・ウメ・カキ・モモ・ザクロなど果樹がたくさんありました。 

花も実も楽しめていいなあと思いました。 

イチョウや、クヌギ・コナラが黄葉しています。 

キウイフルーツが、棚いっぱいに実っています。 

おいしそうですが、まだ食べられないそうです。 

マテバシイの実はクッキーに、ヨモギはホット 

ケーキになり、試食コーナーでいただきました。 

「ごちそうさま！」楽しく、うらやましい芝富士 

小学校校庭たんけんでした。 

子どもたちといっしょに、

木々の世話をしてくださって

いる地域の方々もいっしょで

す。 

ビオトープや、ムシゲンキ・

古代ハスの池・田んぼ・ 

学校ファーム。 
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１．身近なものを科学の力でリサイクル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．動植物の観察 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 年生が多かったが科学に興味がある子たちだったのでより

詳しく説明することができた。 

リサイクルにより積極的になってくれたらうれしいです。ま

た、玉ねぎの皮と紅花でハンカチを染めたが、完成したハンカ

チを見て、子どもたちが喜んでいたのでよかった。 

(講師：島田秀明) 

元気な子どもが多く、楽しく観察できました。学校の中の

自然が豊かで、さまざまな自然体験活動が展開できました。

（講師：横山 隆 ） 

・ペットボトルが、糸になるのが

ふしぎでおもしろい。（４年） 

・ホルダーを作るのが、たのしか

ったです。（４年） 

・そめもの、ばくはつ、プラバン。（４年） 

・ハンカチをそめたり、プラバンでキーホルダーを作ったりした。そ

ばのふた（キーホルダー）や、たまねぎのかわ（そめもの）を使って

リサイクルができてよかったです。 

・いろいろなものを、リサイク

ルして小さくしたり、ものをそ

めたりしたことがたのしかっ

た。（６年） 

・ネックレスてづくり。 

・ひょうたんがいっぱいあっていろんなあそびをしてたの

しかった。（３年） 

・きのかわはあなをあけるのがおもしろかった。（１年） 

・たべられるくさがあってすごい。（４年） 

  

） 
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３．コンポストづくり 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

４．自然の工作 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学生 2 年の女子に話ができたことは、大変良かったです。最

初は虫が嫌いだと話していた子も、平気になったと言ってくれま

した。（講師：守谷裕之） 

 子どもたちも熱心に取り組み、あっという間の 1 時間半でし

た。終りと言っても終りになかなかできませんでした。子ども

たちの素晴らしい発想に感心しました。（講師：辻 修身） 

・カタツムリやカエルをかん

さつできたし、きのかわのネ

ックレスをつくれたのでよか

った。（３年） 

・生き物、植物とのふれあい

がおもしろかった（３年） 

 

・けやきの皮のペンダントを作ったこと。（４年） 

・しじみちょうをつかまえる。（１年） 

・しじみちょう、のびるのがおもしろい。（１年） 

・この学校のかつどうをたくさん知れたし、自然におおいにふれられた。（６年） 

・キャベツを手で切るのが楽しかった。 

あと、土をとって段ボールに入れるのが

たのしかった。（４年） 

・もみがらのさわりごこちがよかったで

す。虫がうじゃうじゃしていておもしろ

かったです。（２年） 

 
・土をいれるのがたのしかった。（２年） 

・虫がいるとさいしょに聞いていやだと思ったけ

ど、さぎょうをはじめたらたのしくなりました。

（２年） 

・今、学校でやっているからよかったです。（４年） 

 

・トトロの工作をいっぱいできたり、金メ

ダルをつくってはりつけはけっこういっぱ

いできたたのしかったです。（２年） 

・木でいろいろなものをつくるのがとても

おもしろく、たのしかったです。こどもた

ちの作品が工夫してあって、それを見るの

もとてもおもしろかった。（高校１年） 

・ラッパをふいている人が

できてよかった。（１年） 

・自然の物でいろいろ工作

できてたのしかったです。

（５年） 
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 ５．エコクッキング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．エネルギーをつくろう・手回し発電 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 肉を見て、さわって、きもち悪い、いやだ！と言っていた

子ども達が夢中になって作り出す。でき上がったウィンナー

を口にしたとたん、わーおいしいとの声。自分の作った食物

に対しての気持ち。作ることの楽しさを感じてくれたと思い

ます。（講師：片山信太郎） 

 電気が起きる原理について、実験を交えて学習しました。

参加した児童は、皆さん興味を持って実験に取り組んでいま

した。児童たち自分たちで実験をアレンジして問題を解決し

ていった姿は、指導していて楽しかったです。 

ボルタの電池の実験では、４つのボルタの電池をつないで

LED ライトが点灯した時は、児童達の眼が輝いていました。

（講師：南雲 芳広） 

・トトロのツリーをつくることがおもしろかったです。（２年）・

いろんな人のを見て工作してよかったしトトロも上手に書けまし

た。(２年) 

・クリスマスツリーにかざりをつけたこと。（幼稚園生） 

・くふうして、絵の具をつかうときに、いろんなところをぬって、

デザインできるのがたのしいし、かわいくできた。（２年） 

・みんなと、肉をこねたり、 

ひつじの腸に肉をつめたり 

することがたのしかった。(６年) 

・ソーセージを腸につめる時むずかし

くて曲がったりくねったりした。 

（６年） 

・豚肉をつぶして羊の腸にいれる時、

力が必要だったけれど楽しかったで

す。貴重な体験ができました。（６年) 

・羊の腸をねじるのが楽しかった。力

がいることをしった。（６年) 

・肉をもむ（ねる）時に少々グロリア

スで、何回か水筒をのみにいっちゃい

ました。(６年) 

・ウインナーを袋から出してひねる所

がおもしろかったです（６年） 

・肉をつめるところ。ソーセージをた

べたこと。（５年) 

・にょろにょろしたのをつぶすとき。

（６年） 

・手回しで車や四足歩行の機械を動かしたこと。

（４年） 

・３つの実験をやって、実験の結果がわかったこ

と。実験を楽しく学べたこと。（５年） 

・自分で思っていた以上に身近な物で電気ができ

るんだなぁと思ってびっくりしました。（５年） 
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７．エネルギーをつくろう・モーター 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．見沼代用水を調べよう 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 水質検査で 2 か所のポイントはそれほど離れていないのに、透視

鏡で約 10 センチ、COD で 2 の差が出ました。下水、生活排水がそ

んなに入っているとは言えず、みんなでこれからもっと考えよう

と。子どもたち、高校生スタッフ、お母さん方も熱心に取り組んで

いました。住宅地化、都市化されている周辺環境ながら、意外と自

然の豊かなところだと思いました。（荒川夢クラブ） 

 

 コイルに磁力を近づけたり、遠ざけたりすると電流計の針が左

右に動くことを、一人一人実験して確認しました。 

次に、コイルに電流を流して磁石を近づけると、コイルが動く

実験をして確認しました。コイルと磁石があれば発電もモーター

もできることを確認しました。そして、コイルを巻いてクリープ

の間に通して磁石をはりつけて電池をつなぐと、コイルが回転し

ました。回転した時は歓声があがりよろこんでいました。このモ

ーター作りを通して、電気につて興味を持って電気の有効利用を

考えるようになってほしいです。（講師：萩原利夫） 

・手回し発電で電球を光らせたこと

が楽しかったことです。あと塩水に

つけることで電流が流れるとかいう

ことがおもしろかったです。（５年） 

・手回し発電をして、これだけで発

電できると知っておもしろかったで

す。そして、最後の実験ではこんな

ことで電流がつよくなっていてすご

かったです。（５年） 

  

・モーターをつくれてたのしかった。（３年） 

・どうせんがくるくるまわったこと。（３年） 

・水の色や水のだいじなことが 

わかってよかった。（２年） 

・いろいろな生物がいるのをし 

らなかったのでおもしろかった 

です。（４年） 

・とうし度をはかることのできる 

きかいみたいなものを使うのが 

たのしかったです。（４年） 

 

・COD の検査で「２」とひくい、いい結果がでたのでうれしかったです。（５年） 

・シーオーディのはかり方と、見方が分かってよかったです。（４年） 

 

 

 

 

・全部よかった。 

（３年）（５年） 

・モーターが 

動いていておも 

しろかったです。 

止まってしまっても、 

回るほうに１周まわすだけでまた回るということが楽しかったです。

（３年） 

・コイルにちょっとしたことでまわらなくなるのをしったのでうれしか

ったです。（３年） 
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≪「マイシティじゃ～なる」に紹介されました。≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回初めての企画として、教職員と保護者を対象にしたワークショップを開催しました。 

教育現場に関わる教職員の要望や疑問に答えるとともに、現在子育て中の保護者の環境に対する思いを交

流することを目的としました。 

 参加者は、小学校と高校の現職教員、退職教員、会場校の 

保護者のほか環境活動を行っている地域の方々１６名。 

 前半は、会場校である芝富士小学校の環境教育全般につい 

て、環境主任から報告していただきました。各学年の取り組 

みは、生活科や総合的な学習の時間に留まらず、全校でビオ 

トープ見学会をしたり、畑で栽培した野菜を学校給食に利用 

するなど幅広いものでした。保護者も巻き込んだセミの羽化観察会や、地域の協力を得た校内の自然環境

管理なども報告されました。 

 その後、参加者の環境に対する様々な取り組みや意見を交流しました。小学校教員からは、体験活動の

時間の確保が難しい、年間指導計画に入れないと環境学習の取り組みができない等の悩みが出されました。 

 地域の方からは、校内の畑の管理やビオトープの協力、環境授業の支援などが話されました。また、高

校では環境体験活動はできないが、ボランティア活動として、地域のごみ拾いや外環添いの花壇の花の世

話などをしている話がありました。 参加者がそれぞれの場所で立場で、環境を大事にして活動したり生

活している事が理解し合えたことが、今回の取り組みの貴重な成果でした。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

２０１５年「子ども環境フォーラム」を終えて 

 

2015年 11月 15日、芝富士小学校のご協力を得て、１2回目の「子ども環境フォーラム」を開催 

することができました。 

児童・保護者を含め 160 名以上の参加があり、自然豊かな芝富士小で、晩秋の一日を楽しく過ごし

ました。 

心配された雨も午前中に止み、校庭探検をはじめとするアウトドアのワークショップも無事開催する

ことができました。芝富士小学校の校内は、農園やビオトープなどが設置されており、植物が豊富で環

境教育に力を入れられている様子がよくわかります。教職員、PTAのご協力をいただき、学校の特色を

生かした企画もできました。また、今回はこれまでご協力いただいている講師陣に加えて、新しい講師

の方々の参加を得られたことも大きな財産となりました。 

フォーラムの内容は、環境活動発表・紙芝居・ワークショップと、今回初めての企画として教師・保

護者を対象とした「芝富士小学校環境教育報告」が行われ、活発な意見交換が行われました。 

また、試食コーナーでは、PTAの皆さんが作ってくださった、ヨモギ・マテバシイを使ったホットケ

ーキとクッキーをおいしくいただきました。 

ご協力をいただいた芝富士小学校教職員と保護者の皆さま、快くワークショップを引き受けていただ

いた講師の皆様に、心より感謝申し上げます。         

                             認定 NPO法人川口市民環境会議 

 

マイシティジャーナルに 

紹介されました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発  行：２０１6 年２月 

認定 NPO 法人川口市民環境会議    

http://www.ne.jp/asahi/eco/ecolife/ 
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